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九
州
大
学
教
授

石
田
正
治

先
生

石
田
正
治
教
授
は
、
一
九
四
七
年
十
月
六
日
福
岡
県
に
生
ま
れ
、
一
九
七
一
年
九
州
大
学
工
学
部
を
卒
業
、
同
年
、
同
大
学
法
学
部
へ
と

編
入
さ
れ
た
。
一
九
七
三
年
九
州
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
朝
日
新
聞
社
に
就
職
し
、
総
務
局
で
四
年
間
勤
務
さ
れ
た
の
ち
、
再
び
学
究
の

道
へ
と
戻
ら
れ
た
。
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
お
よ
び
博
士
後
期
課
程
を
経
て
、
一
九
八
二
年
四
月
九
州
大
学
法
学
部
助
手

に
就
任
さ
れ
た
。
一
九
八
四
年
四
月
同
大
学
助
教
授
に
着
任
、
一
九
九
二
年
五
月
に
教
授
に
任
用
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
間
、
一
九
九
三
年
に

は
九
州
大
学
か
ら
博
士
（
法
学
）
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

石
田
教
授
は
、
日
本
に
お
け
る
ア
ジ
ア
民
族
主
義
運
動
研
究
の
嚆
矢
で
あ
る
谷
川
榮
彦
先
生
の
指
導
の
も
と
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
史
研
究

か
ら
研
究
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
冷
戦
政
策
の
形
成
・
変
容
過
程
を
、
国
内
体
制
に
焦
点
を
あ
て

て
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
国
際
政
治
学
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
画
期
的
な
研
究
に
取
り
組
ま
れ
、
そ

の
成
果
を
『
冷
戦
国
家
の
形
成
｜
｜
ト
ル
ー
マ
ン
と
安
全
保
障
の
パ
ラ
ド
ク
ス
』

単
著
、
三
一
書
房
、
一
九
九
三
年
）
と
し
て
ま
と
め
、

出
版
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
冷
戦
政
策
史
研
究
に
従
事
さ
れ
る
な
か
で
、
石
田
教
授
は
、
次
第
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
へ
の
興
味
を
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

研
究
対
象
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
沖
縄
へ
と
広
げ
ら
れ
た
石
田
教
授
は
、
ヤ
マ
ト
と
沖
縄
の
あ
る
べ
き
関
係
を
模
索
し
た
沖
縄
の
言
論
人
た
ち
の

姿
を
と
お
し
て
、
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
照
射
し
よ
う
と
す
る
新
た
な
試
み
に
果
敢
に
挑
ま
れ
た
。
そ
の
成
果
は
、『
沖
縄
の
言
論
人

大
田
朝
敷
｜
｜
そ
の
愛
郷
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』

単
著
、
彩
流
社
、
二
〇
〇
一
年
）
お
よ
び
『
愛
郷
者
伊
波
普
猷
｜
｜
戦
略
と
し
て

の
日
琉
同
祖
論
』

単
著
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
二
〇
一
〇
年
・
二
〇
一
〇
年
度
伊
波
普
猷
賞
受
賞
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

沖
縄
研
究
に
専
心
さ
れ
る
な
か
で
、
九
大
に
お
け
る
沖
縄
理
解
を
よ
り
深
化
さ
せ
た
い
と
考
え
ら
れ
た
石
田
教
授
は
、
沖
縄
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
最
前
線
で
か
か
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
を
招
聘
し
、
学
生
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
欲
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
石
田
教
授
の
ご
尽
力
と
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
琉
球
新
報
社
、
沖
縄
県
庁
の
ご
協
力
に
よ
り
、
計
八
名
の
方
々
を
法

学
部
教
員
と
し
て
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
学
学
生
に
と
っ
て
は
、
国
際
政
治
・
国
内
政
治
の
現
場
を
知
る
諸
先
生
方
か
ら
直
接
話

を
う
か
が
う
貴
重
な
経
験
と
な
り
、
ま
た
教
員
に
と
っ
て
も
、
学
問
と
現
実
政
治
を
架
橋
さ
せ
る
得
が
た
い
機
会
と
な
っ
た
。

石
田
教
授
は
ま
た
、

人
間
の
尊
厳
あ
る
生
き
方
」
を
多
面
的
に
探
求
す
る
こ
と
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
医
師
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
、
民
間
介
護
業
者
と
い
っ
た
方
々
と
と
も
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
共
生
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
携
わ
り
、

高
齢
者
問
題
を
考
え
つ
づ
け
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
は
、
九
州
大
学
地
域
形
成
学
グ
ル
ー
プ
と
福
岡
県
川
崎
町
と
の
共
同

事
業
「
地
域
創
成
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
の
主
催
者
の
ひ
と
り
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
。
同
事
業
は
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
地
域
活

性
化
に
む
け
た
重
要
な
手
段
と
位
置
づ
け
、
そ
の
た
め
の
学
問
的
基
盤
を
創
成
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
石
田
教
授
は
、
川
崎
町

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
セ
ミ
ナ
ー
研
修
や
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
施
に
お
い
て
、
事
業
の
要
と
し
て
、
力
を
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

石
田
教
授
に
は
、
定
年
を
迎
え
た
の
ち
も
、
そ
の
飽
く
こ
と
な
き
知
的
好
奇
心
を
さ
ら
に
発
揮
し
て
、
研
究
を
続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。
先
生
の
長
年
の
ご
功
績
と
、
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
、
本
号
を
献
じ
ま
す
。
石
田
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。




